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教えて！
作業療法

総合事業には様 な々介護予防事業があるんだよ！！
その中で作業療法士が関わっている事業を説明するね。

総合事業とは
　高齢社会が進む中で、2015年に高齢者がいつまでも健康的に地域で生活を送り、介護が必要な状態になる
リスクを減らすことを目的に、高齢者を総合的に支援する『介護予防・日常生活支援総合事業（総合事業）』が
創設されました。
　総合事業では全国の市区町村が中心となり、地域の実情に応じ多様なサービスを充実させることで、高齢者
の健康を促進していきます。従来の介護予防事業に加え、地域の住民やNPO、民間企業、ボランティアなどのさ
まざま人たちが主体となり、それぞれの地域を支え合う体制づくりや、高齢者の介護予防・社会参加・自立支援
などのサービスを実施し、自立した高齢者を増やすとともに重度化予防の推進をサポートしています。

総合事業のサービス内容
　総合事業では要支援認定を受けた方や基本チェックリストにより生活機能の低下が見られた方が利用でき
る「介護予防・生活支援サービス事業」と、６５歳以上のすべての方が利用できる「一般介護予防事業」で構成さ
れています。

要介護認定申請

※1 要支援
1・2

① 介護予防・生活支援サービス事業

総 合 事 業

（※1 要支援1・2の方と事業対象者の方が対象）

② 一般介護予防事業
（要介護、要支援の方なども含む、65歳以上のすべての方が対象）

要介護
1～5

介護予防
サービス

＋

介護
サービス

自　立
（一般高齢者）

基本チェックリスト

※1 事業対象者 自　立
（一般高齢者）
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　サービス事業所（デイサービスやデイケア）や公民館で、運動や栄
養、口腔機能（噛む、飲み込む、唾液の分泌など）の向上、認知機能低
下を予防し、生活機能向上のための支援を行います。作業療法士な
どの専門職が複合的にアプローチします。大分市ではパワーアップ
教室と呼ばれています。

 

① 介護予防・生活支援サービス事業
対象者：事業対象者・要支援１・要支援２

② 一般介護予防事業
　対象者：65歳以上のすべての高齢者

【通所系サービス】　※支援期間：3～6ヵ月

　作業療法士などの専門職が、対象者の自宅に訪問し、動作の練習や環境調整などを行うことで、実際の生活
場面で難しい動作（洗濯・調理・買い物・掃除・入浴など）が改善するように支援します。

社会参加に向けた練習
（外を歩く練習場面） 玄関の段差を昇る練習

【訪問系サービス】　※支援期間：3～6ヵ月

　作業療法士などの専門職を、各自治体で行う介護予防教室に講師として派遣し、認知症や廃用症候群※３の予防
など、地域に住む住民の方々に対し、健康への意識向上を目的に助言や指導を行います。

【介護予防普及啓発事業】

　地域における介護予防の強化を目的に、地域ケア会議や住民主体の通いの場などにリハビリテーション専門
職を派遣し、介護に関わる人や地域住民の支援に関わる方々に『自立支援』に対する考え方の共有を図ります。

【地域リハビリテーション活動支援事業】

次のページで実際に総合事業に
 取り組んでいる施設を紹介するよ。

※どちらのサービスも頻度・内容・料金等は市区町村によって異なります。　上記の支援期間は大分市を参考にしています。

※³廃用症候群とは：病気やけがで安静にすることで体を動かす時間・力が減り、体や精神にさまざまな不都合な変化が起こった状態。

まんが作業療法でパワー
アップ教室（通所サービス）の
ことを詳しく説明しているよ。

自宅での動作訓練・練習の様子

グラウンドゴルフに参加できる
ようになりたい！！

つかまらずに段差を昇りたい。
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　特定医療法人聖陵会は1986年に岩里内科医院を開院したのが始まりです。その後、救急指定聖陵岩里病院となり、関
連施設として介護老人保健施設聖陵ストリームや聖陵花月クリニック、訪問看護ステーションいわさとなどを開設し地域
に根ざした医療、介護を提供しています。2017年度に特定医療法人に認可され、特定医療法人聖陵会と改称しました。介
護老人保健施設 聖陵ストリームには通所介護、通所リハも併設しており市町村の委託を受け総合事業の通所サービスA、
通所サービスCとしても登録されています。また、居宅介護サービスセンターや訪問介護、こども発達支援センター
「銀河」も備わっています。訪問看護ステーションいわさとは日田市で唯一OTとPTを配置した訪問看護ステーションで
す。要介護認定者以外にも、看護師や行政と連携して小児の発達や就学、障害者の就労、指定難病者の在宅生活支援等
を行っています。

施
設
紹
介

特定医療法人聖陵会 聖陵岩里病院
所　在　地 ：〒877-0052　大分県日田市銭渕町16-18
　　　　　　 TEL・FAX：0973-22-1600／0973-22-1603
診 療 科 目 ： 内科、外科、循環器科、呼吸器科、消化器科、脊髄脊椎外科
病　床　数 ： 47床（地域包括ケア病棟8床含む）
リハ職員数 ： 作業療法士2名、理学療法士8名
関 連 施 設 ： 介護老人保健施設 聖陵ストリーム
　　　　　　 （作業療法士2名、理学療法士8名、言語聴覚士1名）
　　　　　　 陵花月クリニック
　　　　　　 訪問看護ステーションいわさと
　　　　　　 （作業療法士3名、理学療法士2名）

　　

施設紹介

介護予防の取り組み

病院外観

聖陵会 作業療法士 住民参画型介護予防研修会の様子

　大分県作業療法協会からの委託で住民参画型介護予防研修会の講師と地域ケア会議の助言者を担当しています。通い
の場のリーダーや民生委員等を対象とした住民参画型介護予防研修会では100名以上の方が集まり、①行政がまとめた
モデル事業の評価データ、②生活不活発病、③生活の振り返り、④活動の工程分析、⑤めじろん体操などについて説明を
しました。実技やディスカッションを取り入れながら皆さんと有意義な時間を共有することができました。日田市の地域
ケア会議には年間2回の頻度で出席をしています。ケアマネジャーの紹介した症例が、住み慣れた
地域で可能な限り自立した生活を送ることができるように作業療法士の視点から助言を行って
います。日田市は山に囲まれた盆地で、山間部の地域はお店や公共機関が少なく、「運動機能の
低下があるものの、サービス事業所が遠い」といった個別課題と地域課題が直結している事例を
多く経験します。地域課題や資源開発といった即時対応できない課題はあるものの、会議では多
職種の助言を聞くことで私自身、気づきや視点の変化を感じることができ大変勉強になることも
あります。病院や施設といった診療報酬、介護報酬に関わる業務だけでなく地域での介護予防と
しての作業療法(士)の必要性があることを実感しており、これからも日々の臨床を積み重ねるこ
とで少しでも地域の力になれればと思います。 記事担当者

伊 藤    淳
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施
設
紹
介

 当院は昭和37年に開設され、平成26年にＪＣＨＯへ移行（全国57病院）して湯布院病院に改称されました。豊富に湧
出する温泉と美しい自然環境の中で、温かく先進的なリハビリテーションを実践する由布岳にいだかれた癒しの里の医
療施設です。今年度より新電子カルテシステムが導入され、多職種の連携による患者サービスの向上に取り組んでいま
す。作業療法士は、患者様や利用者様の個々の病期に沿った「その人らしい」生活を見据えて、リハビリテーションにて得
られた能力を最大限に発揮できるように工夫を行い、生活の再構築に向けて支援を行っています。

独立行政法人 地域医療機能推進機構

（ＪＣＨＯ）湯布院病院
所　在　地 ： 〒879-5193大分県由布市湯布院町川南252
　　　　　　 TEL・FAX：0977-84-3171／0977-84-3969
診 療 科 目 ： 内科、整形外科、リハビリテーション科、
　　　　　　 神経内科、消化器内科、循環器内科、専門外来
対 象 疾 患 ： 脳血管疾患、運動器疾患、廃用症候群等
病　床　数 ： 回復期リハビリテーション病棟（88床）
　　　　　　 地域包括ケア病棟（60床）・一般病棟（51床）
リハ職員数 ： 作業療法士19名（入院部門14名・居宅部門4名）
　　　　　　 理学療法士39名、言語聴覚士11名、歯科衛生士1名
関 連 施 設 ： 居宅介護支援センター（居宅介護支援、通所／訪問リハビリテーション）
　　　　　　 訪問看護ステーション

施設紹介

ジェイコー

介護予防の取り組み

病院外観

サロン活動の様子 由布市との打ち合わせ会の様子

 当院は、大分県リハビリテーション支援センター（平成15年指定）の委託を受け、地域リハビリテーションの理念に基づ
いた地域住民の介護予防に力を入れています。短期集中予防サービス事業（訪問リハビリ・通所リハビリ）は作業療法士
が主となり、理学療法士・言語聴覚士・歯科衛生士とともに行っています。利用者様の自宅に訪問し、生活を行っていくう
えで解決すべき課題を見つけ出して利用者様・ご家族様と課題を共有し、解決に向けた具体的な方法をその場で意見が
一致できるように取り組んでいます。短期集中予防サービス事業の期間である3ヶ月で成果を出
すためにサービス利用中のプログラムと、自宅で取り組める自己訓練や日常生活場面で行える活
動を立案して、利用者様やご家族様、ケアマネジャーと共有して関わっています。このような取り
組みを通して地域で課題となっていた、ごみステーションの場所を変更することでヘルパーによ
るサービスが卒業に繋がった事例もあります。サロン活動では、市の担当者や由布市内のリハビ
リ職が計画・企画・課題抽出を行い、よりよい活動の場になるように取り組んでいます。
　作業療法士は、①認知症の予防法　②生活が不活発にならない予防法　③安全な自動車運転
の支援　④災害への備え　といったテーマを担当し、講義や演習を地域の住民と行っています。
今後も、由布市や地域包括支援センターとの連携を図りながら、地域の方々と密に関わり、住民
の健康を促進できる作業療法を実践していきます。

記事担当者

村田 健太
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　大分中央支部は、大分市上野丘・碩田・

王子・大分西・南大分地区を含み、所属施

設は43施設、所属会員数は118名です。

　主な活動として、連絡交流会、新入会

員歓迎会、春日まつりへの参加、事例検討会を行っています。また、

昨年度は支部独自の企画として、「連携を考える」をテーマにグループ

ディスカッションを行い、大いに意見を出し合って、とても活気のある

研修会となりました。

　春日まつりでは、地域の子ども達や住民の方への作業療法の普及

活動として、風船作りや、塗り絵フラッグ作成を通して質問や相談に

も答えながら、子どもから大人まで楽しめる活動を行いました。

　大分南支部は、大分市大在・坂ノ

市・半田・戸次・吉野・佐賀関・神崎

地区と臼杵市を含み、所属施設は

25施設、所属会員数は123名です。

　主な活動として、連絡交流会、懇親会や新人歓迎会、事例検

討会があります。また、大分大学の学園祭最終日に行われている

『大分大学開放イベント』に大分東支部と合同で参加し、作業療

法体験を通して、来場される地域の方に作業療法の魅力を伝え

る活動をしています。イベントには多くの方々が来場され、作業

療法士の仕事に興味を持ってもらえるよう行っています。

　研修会等の活動に関しては、今後会員の皆さんの意見などを

取り入れながら、楽しく学べる機会を作っていけたらと考えて

います。たくさんの方に支部の活動に参加していただき、積極的

な交流を行えるような環境づくりに努めています。

大分南
支部

大分中央
支部

大分県作業療法協会は、県内を9支部に分け、それぞれの支部で事例検討会等を行ったり、地域のイベント等に参加し、
作業療法体験や相談会を行っています。今回は、大分中央支部、大分南支部の活動を紹介します。

　事例検討会では、若手育成の目的も含めてあるので、若手の作業療法士

が発表を経験する、先輩に意見を聞く、グループでディスカッションを通し

て自分の意見を出してみるといった少人数ならではの取り組みとなっていま

す。また、大分中央支部では新人歓迎会を開催することで、先輩との交流の

場ができ、新入会員の方にとって、これからここで活躍したいと思える楽し

い会も行っています。

　大分中央支部は、「現場が輝ける支部」を目標に取り組んでいます。

春日まつり参加春日まつり参加

事例検討会事例検討会

大分大学開放イベント大分大学開放イベント

事例検討会事例検討会



学会報告特別講演

開催日時：令和２年1月19日（日）9:30 ～ 16:00

開催場所：J：COMホルトホール大分　3F大会議室他

学 会 長：佐藤　暁（常務理事/井野辺病院）

内　　容 ： 特別講演①： 「作業療法はどこへ向かうべきか
　　　 　  　　　　　　～自分を磨いてなりたいOTに近づけ！～」
　　　 　  　講　  師： 有村 正弘 氏　（株式会社OT-Road  代表取締役）　　　　　　　　　
　　　　　特別講演②：「作業療法はどこへ向かうべきか～良い感じで生きること～」
　　　 　  　講　  師： 岩根 達郎 氏 　（京都府立洛南病院 リハビリテーションセンター長）
　　　　　演題発表　一般演題（29演題）

　　　　　学会長賞・特別賞表彰式
　　　　　　学会長賞: 神品 杏樹 氏（諏訪の杜病院）
　　　　　　「前頭葉損傷により精神症状を呈した高次脳機能障害者へのアプローチ」
　　　　　　学会長賞: 佐々木 聡子 氏（湯布院病院）　
                 「『なぜ外出しないの？』外出に消極的な事例への半構造化面接を通した阻害因子抽出の試み」
　　　　　　特別賞: 甲斐 亨 氏（佐伯中央病院）
　　　　 　  「当院運転再開支援の現状と今後の課題」

参加者数：192名（内：会員176名／他職種2名／学生13名／その他1名）

第23回 大分県作業療法学会
テーマ 「『変化』～新時代を彩る作業療法～」

活動取材ノート

　特別講演①では、「作業療法はどこへ向かうべきか」と題し、（株式会社OT-Road 代表取締役）である有村正弘氏を
招き、ご講演いただきました。大分県が先進的に行ってきた介護予防・日常生活支援総合事業の取り組みが全国に普及
してきていることを知り、大分県で作業療法士として仕事をしていることに誇りを感じました。同時に、より多くの地域や
現場で作業療法士が活躍できるように努力をしていく必要性を感じました。　
　特別講演②では岩根達郎氏から、「作業療法はどこに向かうべきか」という問いに対し「対象者のウェルビーイング（あ
なたらしい良い状態・モチベーションのアップ）に貢献できること」が一つの答えだと教わりました。対象者の現状を見るだ
けでなく、大切に思っていることや、どんな人生を送りたいと考えているかということを知ることの大切さを学びました。
　午後からは口述発表とポスター発表に分かれて一般演題発表がありました。今回、初めての試みとして就職し３年目までの
若い作業療法士が、積極的に学会発表に挑戦できるよう、フレッシュマンセッションを設けました。日頃の業務を振り返り、
学びを深める貴重な体験になったと思います。それぞれの施設の特徴を活かした取り組みを紹介した演題から、学会長
賞2題、特別賞1題が選ばれました。
　今求められている作業療法士の専門性を再確認し、新たな時代を彩る作業療法も変化をしていく為、より一層意識を
高めることができた学会となりました。

ポスター発表 学会報告授賞式
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市民公開講座
　2020年1月18日（土）、J:COMホルトホール大分にて市民公開講座を
開催しました。参加者は、作業療法士61名、一般の方68名、学生25名と、
予想を大幅に上回る合計157名でした。
　今回は、佐賀整肢学園かつら医療福祉センターで作業療法士をされ
ている江渡義晃先生を講師としてお招きし、

「こども×作業療法＝∞作業療法の視点からこどもの
生活を考える」をテーマにご講演いただきました。
　講演では、放課後児童クラブ等への訪問コンサルタント事業の中で
の指導員を対象とした研修や、発達障がい児の保護者支援について
お話しいただきました。加えて、実際の場面のこどもへの接し方、困り事
への対処方法、環境設定など、より実践的なアプローチについても多く
の学びがありました。発達障がいを疑われる児童が増加している現代社
会の中で、「こどもの立場」「大人の立場」の妥協点を一致させ、空間や時
間、活動、約束を「子どもたちと一緒につくっていく」ことの大切さ、それ
がよりよい地域を作ることに繋がっていくことを感じました。
　また、講演の後には、各施設から募った作品展や、認知症作業療法推
進チームによる「おってぃーカフェ」を実施しました。作品展では、作品を
出展していただいた患者様や利用者様とそのご家族、施設の職員さんな
ど、作品展という場を通してたくさんの方の繋がりや社会参加の機会を
設けることができました。また、おってぃーカフェでは、認知症検査の
体験コーナーや各地域のオレンジカフェ一覧などを設け、認知症に対す
る理解や、地域支援を深める貴重な機会となりました。

江渡義晃先生

作品展
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伝以心DEN心作業療法コラム

彼を知り己を知れば百戦殆うからず
～私が作業療法から学んだこと～

種子田 秀仁 （たねだ内科）

　私は回復期病棟勤務を経て、現在、通所リハビリテーション事業所の管理者を
務めています。日々の業務を通じて、感じていることを伝えさせていただけたらと
思います。
　作業療法を考えると連想する言葉があります。老子曰く「魚を与えるのではなく釣
り方を教えよ」という言葉です。空腹の人に魚を与えると一時しのぎだが、魚を釣る
と空腹から解放できるという意味で、見事に作業療法を言い表せていると私は感じ
ています。
　作業療法の対象者の課題に対して、その人に合わせた「やる気スイッチ」の入る
活動を探して、持続できる仕掛けを作り、自分で実行できるように練習する。そして、
活動が継続されていき、元気になるプロセスを構築することが基本だと思います。
　管理者業務においてもこのプロセスが大切で、組織や集団においての問題を抽出
し、その課題に対して、どのような活動を通じてアプローチするか考えます。そして、
グループや組織で決まった作業が定着するように工夫します。その際には集団の個々
の情報を知り、何が適切かピックアップして、私がまず実行する。それからみんな
でやって、徐々に集団に任せて移行していくことが大切だと考えています。
　利用者家族や他事業所など地域の皆様との連携の機会が増加しました。皆様方に
自分のやりたいことや考えを知っていただき、実際にやっていただくのは大変だと感
じます。お願いするにあたり、相手のことを知り、自分のことを理解していただき、
こちらのお願いに応えていただくプロセスを丁寧に行うことが大切だと思っています。
　「知る」「実行する」「伝える」社会人として作業療法で学んだことを、今後も続け
ていきたいと思います。
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活動報告 2019年7月▶2020年8月

生活行為向上マネジメント基礎研修Ⅰ
開催日：令和 1年 8月17日（土）9:30～17:00
場　所：上野公園病院作業療法室
内　容：MTDLPの講義、グループディスカッション
講　師：佐藤　友美（湯布院病院）
　　　　山本　貴美（湯布院病院）
ファシリテーター：
　　　　笠嶋　瑛梨（別府リハビリテーションセンター）
　　　　伊藤　里紗（別府リハビリテーションセンター）
参加者：11名

生活行為向上マネジメント基礎研修Ⅱ
開催日：令和 1年 9月14日（土）9:30～16:30
場　所：コンパルホール303会議室
内　容：MTDLPの講義、グループディスカッション
講　師：佐藤　友美（湯布院病院）
　　　　山本　貴美（湯布院病院）
ファシリテーター：
　　　　姫野　鈴加（津久見中央病院）
　　　　村上　義樹（ほしの整形外科クリニック）
　　　　吉田　梓沙（別府リハビリテーションセンター）
　　　　亀岡　恭子（臼杵病院）
参加者：22名

現職者選択研修～老年期の作業療法～
開催日：令和 1年12月 8日（日）9:30～16:40
場　所：大分東部公民館
内　容：①老年期の基礎知識
　　　　②地域生活の支援〈地域ケア会議〉
　　　　③老年期作業療法の治療的枠組み
　　　　④近年の老年期障害の特徴とリスク管理
講　師：①小松　由佳（介護老人保健施設　南山園）
　　　　②三雲　透　（ケアガーデンおおつか）
　　　　③沼田　武一郎（あおぞら病院）
　　　　④山田　祐成（博愛診療所）
参加者：15名

認知症アップデート研修会（応用編）
開催日：令和 1年 8月18日（日）9:30～12:00
場　所：コンパルホール305会議室
内　容：事例検討「軽度認知障害や認知症初期の方の地域支援を考える」
コーディネーター：佐藤　友美（湯布院病院）
事例提供者：菊池　由加里（大分記念病院）
　　　　　　七郎丸　恵（コスモス病院）、池戸　睦美（南山園）
参加者：28名（会員25名、他職種3名）

認知症アップデート研修会（実践編）　第1回
開催日：令和 1年10月17日（木）19:30～21:30
場　所：大分県作業療法協会ビル
内　容：カフェ運営に関するグループワーク
参加者：10名

認知症アップデート研修会（実践編）　第２回
開催日：令和 1年11月21日（木）19:30～21:30
場　所：大分県作業療法協会ビル
内　容：地域資源やカフェ見学を通しての報告会、カフェ準備のグループワーク
参加者：10名

認知症アップデート研修会（実践編）　第３回　 　
開催日：令和 1年12月19日（木）19:30～21:30
場　所：大分県作業療法協会ビル
内　容：認知症生活支援推進委員の役割について
講　師：河野　暁恵（竹田市地域包括支援センター）
参加者：10名

生活行為向上マネジメント実践者研修Ⅰ
開催日：令和 1年11月 9日（土）14:00～17:00
場　所：大分県作業療法協会ビル
内　容：2019年九州士会長会主催MTDLP研修の伝達講習、
　　　　グループディスカッション
伝達講習講師：村上　義樹（ほしの整形外科クリニック）
ファシリテーター：佐藤　友美（湯布院病院）
参加者：6名

作業療法実践セミナーⅠ
開催日：令和 1年11月24日（日）10:00～12:30
場　所：コンパルホール　304会議室
テーマ：地域共生社会における精神科作業療法～実践と課題～
内　容：実践報告、グループディスカッション、意見交換会
ファシリテーター： 山本　正修（鶴見台病院）
報告者：安部　俊輔（大分丘の上病院）
　　　　今村　圭祐（河村クリニック）、伊藤　瑛里子（衛藤病院PSW）
参加者：24名（会員23名、他職種1名）

作業療法一日体験
日　時：令和 1年 7月 1日～ 8月31日
場　所：会員所属施設（79施設）
対　象：県内高校生
内　容：作業療法の見学、作業療法体験など
体験者：25校　254名

現職者共通研修Ⅲ
開催日：令和 1年 7月2日（火）19:30～21:00
場　所：J:COMホルトホール大分409会議室
内　容：職業倫理
講　師：浅倉　秀剛（大分中村病院）
参加者：38名

現職者共通研修Ⅳ
開催日：令和 1年 7月16日（火）19:30～21:00
場　所：コンパルホール400会議室
内　容：作業療法の可能性
講　師： 佐藤　孝臣（副会長/株式会社ライフリー）
参加者：35名

現職者共通研修Ⅴ
開催日：令和 1年 8月20日（火）19:30～21:00
場　所：コンパルホール304会議室
内　容：日本と世界の作業療法の動向
講　師：高森　聖人（会長/株式会社空色）
参加者：35名

現職者共通研修Ⅵ
開催日：令和 1年 9月03日（火）19:30～21:00
場　所：コンパルホール400会議室
内　容：保健・医療・福祉と地域支援 
講　師：田中　学（井野辺府内クリニック）
参加者：36名

現職者共通研修Ⅶ
開催日：令和 1年 9月17日（火）19:30～21:00
場　所：コンパルホール　300会議室
内　容：実践のための作業療法研究
講　師：彌田　剛（藤華医療技術専門学校）
参加者：31名

現職者共通研修Ⅷ
開催日：令和 1年10月8日（火）19:30～21:00
場　所：コンパルホール400会議室
内　容：事例報告と事例研究
講　師：矢野　高正（大分リハビリテーション専門学校）
参加者：47名

現職者共通研修Ⅸ
開催日：令和 1年11月12日（火）19:30～21:00
場　所：コンパルホール302.303会議室
内　容：事例報告
発表者：春岡　宏明（明野中央病院)
　　　　木下　恵里(杵築市立山香病院)
　　　　田辺　裕也（別府リハビリテーションセンター）
　　　　河野　昌也（わさだケアセンター）
　　　　宮脇　亘太（別府リハビリテーションセンター）
　　　　土師　友佳（だいかく病院）
ファシリテーター：
　　　　後藤　英子（常務理事/大分リハビリテーション専門学校）
　　　　荒金　奈央子（別府リハビリテーションセンター）
参加者：36名

市町村等の発達支援に係る事業に資する人材育成研修会～応用編～

（１）乳幼児の評価演習と事例検討
開催日：令和 1年 7月14日（日）10:00～15:00
場　所：J:COMホルトホール大分　201会議室
内　容：乳幼児の支援に関する制度の概要、簡易バッテリーを
　　　　使用した事例評価について、事例検討
講　師：高森　聖人（会長/株式会社空色）
　　　　浅倉　恵子（常務理事/どんぐりの杜クリニック）
　　　　永松　謙一（博愛病院）
参加者：29名

（2）就学期の子どもの評価演習と事例検討
開催日：令和 1年10月13日（日）10:00～16:00
場　所：J:COMホルトホール大分　201会議室
内　容：就学期の支援に関する制度の概要、簡易バッテリーを
　　　　使用した事例評価について、事例検討
講　師：高森　聖人（会長/株式会社空色）
　　　　浅倉　恵子（常務理事/どんぐりの杜クリニック）
　　　　永松　謙一（博愛病院）

現職者選択研修

現職者共通研修
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